



























































・ ご飯を茶わんにいれること … よそう／もる／つぐ／つける 
・ かぼちゃ … 「日本言語地図」 
・ 学校に … 行かなかった／行かなんだ／行かへんだ／行かざった／行かんじゃ 
った 




























・ 方言の説明 … とんぼ（日本言語地図）、落ちる／あゆる、かわいい／めんこい、 
～だろう／～ずら 
・ 訛の説明 … 石川啄木「ふるさとの訛なつかし／停車場の人ごみの中に／そ 
を聴きにゆく」 
・ 方言の良さの説明 … ノンタ（山口県）、雪がフリヨル／フッチョル（長崎県）、 
            クータカー（新潟県）、シバレル（東北・北海道）、オオキ
ニ（大阪） 












































































































































































































































































































れる方言を「群馬弁」といいますが、 「上州弁」と言われることも多くあります。はく力のある話し方が特徴で、ほかの県の人が聞くと、 けんかをして のでは。 」と思われることもあるようです。
 
 























古瀬順一編１９９７『日本のことばシリーズ 10 群馬県のことば』（明治書院） 
篠木れい子１９９４『群馬の方言―方言と方言研究の魅力―』（上毛新聞） 
都丸十九一１９７７『上州の風土と方言』（上毛新聞） 
ここに示したものは参考文献のごく一部である。このほかにも郡や市町村に限定した参考
文献は多数ある。ここに掲げた文献の巻末等にある参考文献を手がかりにすると該当地域の
方言資料にたどり着くことが可能である。また、群馬県立図書館のホームページ（http://ww
w.library.pref.gunma.jp/）上にある「県立図書館蔵書検索」を使って方言資料検索をする
ことが可能である。さらに同ホームページには、「県内図書館横断検索」があるので、地域に
密着した図書館の蔵書を検索する際には有効である。 
 
５ おわりに 
地方や都道府県という広域ではなく、より地域に密着した小学校単位で方言教材を開発
することをすすめ、その方法や具体例を提示した。多くの小学校の教員が必ずや「あった
らいいな」と感じているに違いない教材である。総合学習への発展も十分に考えられる。
地域と学校の結びつきにも応用できるテーマである。 
本論文の趣旨をご理解、ご賛同のうえ、群馬県内の各小学校において国語部会が一つで
も多く、自校独自の教材開発に取り組んでいただけることを願っている。群馬県が全国に
先駆けて、方言を基盤とした国語教育・言語教育の発信地・研究拠点となるべく、その第
一歩としてここに自校独自教材「方言と共通語」の作成を提案・推奨するものである。 
 
